
　私は、日本に来て間もないころ、ずっと世界は不公平だと感じて
いました。私は家庭の経済状況があまりよくないので、生活の面で
もお金を節約し、できるだけ多くのアルバイトをして生活費と学費
を稼がなければなりませんでした。しっかりとご飯を食べられない
ときや、時には食事をする時間さえないときもありました。朝4時
にアルバイトに行くと、夜は疲れてしまいますが、学校の勉強もあ

り早く寝られません。毎日睡眠不足のため、記憶力がだんだん低下し、髪の毛も大量に抜けて
しまったこともあるほど大変でした。しかし、周りの友達を見ると、みんな気楽に楽しく過ご
していました。毎日いろいろな料理を食べたいだけ食べたり、毎日自然に目が覚めるまで寝ら
れたり、毎週旅行に行ったり、ほしいものは何でも買えるようでした。アルバイトをする必要
もなく、生活費や学費の心配もなさそうな彼らを見て、私はこの世界があまりにも不公平だと
感じ、このような格差をとうてい受け入れることができませんでした。気分がますます落ち込
んで、タバコを吸い始め、お酒を飲んで自分を麻痺させるようになってしまいました。なぜお
金持ちの家に生まれなかったのかと幾度となく思ったものです。
　そんな現実逃避を繰り返していたある日、ある女の子に出会って、私はやっと目が覚めたの
です。その日私は、お酒を買うためにスーパーに行ったのですが、そこでその女の子と出会い
ました。驚いたことにその女の子は両足がひざから下がなくて、車椅子に座っていました。そ
してお母さんに車椅子を押されて、私の前を通り過ぎていったのです。私の前を通り過ぎる際、
彼女はお母さんと話しながら本当に嬉しそうに笑っていました・・・。なのに、自分を見ると・・・、
手にはお酒を持ち、全身タバコのにおいだらけの自分がそこに立っていました。その女の子の、
幸せそうな笑顔の中に、現実に負けない楽観的でありながら強い精神力を見て、自分はあまり
にも弱すぎると感じました。もし、私があの女の子だったら、あんなに楽観的に自分の人生と
向き合えないかもしれません。でもその女の子は、私の考えさえ及ばないことを乗り越えてき
たのでしょう。私が今苦しんでいることは、彼女が経験していることとは全然比較にもなりま
せん。彼女は足を失ったとき、どれほどのショックを受けたのか、どれぐらいの時間をかけて、
その苦しみから這い上がってきたのか、どうやって今のように自分と、そして人生と向き合え
るようになったのか、考えれば、考えるほど私は心が痛くなりました。その場で本当に心臓を
刺されたように痛かったのです。私は自分がその場でどれぐらいぼーっとしていたのか分かり
ませんが、気がつくともう彼女たちの姿は見えなくなっていました。その後、私はお酒を元の
場所に戻して寮に帰りました。帰り道でずっと反省していました。私はその時まで、自分の安
い古靴を見て、高い靴を履いている人を羨んでいたのです。でもこの世界の中には、私の靴を
うらやましく思っている人が、更には私に足があることをうらやましく思っている人がいるか
もしれないということに気が付かなかったのです。その女の子にとって、立って歩くことさえ
夢になります。それに比べて健康な体を持っている私は、もっと楽観的に人生と対峙すべきで
はないだろうかと思いました。
　確かに世の中には不公平なことが多いです。でもそんなことを悩むより、今の自分にできる
ことを考え、今持っているものを大切にし、努力して生活する方が賢明ではないだろうか、他
人との比較ではなく、自分の人生の価値を見つけ、あくまで今を懸命に生き、自分の人生の楽
しさを追及して暮らすべきではないかと思い至りました。
　人生の中で運命づけられたのは一部だけです。自分の人生で自分が努力さえすれば変えられ
ることは、まだまだたくさんあるはずです。


